

























































































































この集団移民は翌昭和 8 年には 494 名、昭和
9 年には 298 名、と続き、昭和 12 年には 5 干名、
昭和 13 年にも 5 千名、と大規模化した。昭和 11
年には拓務省は 20 年間に 100 万人を送り出す計
闘を出している。
その際の移民にたいしては、渡航費のほか、開
拓費、建物や農具、家畜などの関連費の 3 分の l 、
そのほかの必要経費をふくめ、 1 戸当たり 1000
円ほどの補助金を与えている。農業経営としては














































































































タで、満州 1 兆町歩のうち、遼寧省は全面積 2.358
万町歩。うち、可耕地面積 780 万町歩、そのうち
耕地化部分が 538 万町歩、また、吉林省は全面積
2,117 万町歩。うち可耕地面積が 626 万町歩、う
ち耕地化部分が 376 万町歩。最後に黒竜江省の全




























ここでは図 2 に大立、図 3 に高梁、図 4 に小麦の





































































































1907 年から始まったこの大調査旅行は 1943 年
までの半世紀にわたって続けられた。 1 チームは


















第 3 位1 ，~1 にあたる第 8 J羽生のうちの l 班によって
おこなわれた。 1920 年代までは毎年 10 - 20 班
のうち、 1, 2 班、多くて 5 班が満州や議古の地
域へ出かけているが、 1911 年から 1915 年、 1917 年、


























































































































































































































































































スが最初である。この班は 6 人の班員が 6 月 30
































































































が 1928 年におこなわれた 25 期生の 6 人の班員に
よるものである。この時代になると満州が注目さ














そのような中で、この班は 5 月 30 日に出発し


































































































































































行記にも記されていたように、 1928 年 6 月に張













65,624 方盟、人口 2803 万人、東部内蒙古は 13108




































































































川，， .岡 l ~ Jt!'. 
図 11 書院生の記録から見た 20 世紀満州事変以前の満州に
おける農地利用の概念図（各記録より作成）
以外が農業期間であり、北部は春から 6 ヶ月、南





































































しかし、この 7 月と 8 月、 9 月は、次の図 13
に示すように、最も降水量が多く、そのうちでは
8 月が最も多い。この 3 ヶ月で年間降水量 500 ミ




州では 8 月から 9 月上旬、南満州では 9 月に豪雨
があると農作物の収穫に影響がでることになる。
なおこの 7, 8, 9 月の平均気温については 20
度を前後し、南も北もそれほど変わらない。最高
気温は 30 度を超える日もあり、作物の栽培には
十分であるo それでも月平均気極が 20 度代の前
半にとどまっているのは、この時期に前述したよ






































































達した。開墾作業には馬が 5 -6 頭は必要であり、
熟畑の耕作でも 2 -3 頭を使用する。北満州では















るとはいえ、 1 年間の降水量は 500 ミリから 600
ミリ、内蒙古ではさらに減少する。満州の年間降










実際、除草は 3 回、中将｜・も 3 問、とくに i\':i梁の場



































によるこれら「 3 品調査J と銘打つた調査報告書
もいくつかみられるほどである。以下主な作物に
ついて触れておく。最も多く栽培されている高梁



























前述の第 24 回第 13 巻の報告書は調査した年の
南満州の気象の状況と南満州の作物の成長につい
ての関係について次のように記録している。
3 月 22 日から 5 月 22 日の期間は低温で降水
量も多く麦類の発芽が遅れた。しかし、次の 6
月 21 日までには高温となり、発芽は良好となっ
た。次の 7 月 22 日までの 1 ヶ月間も気温が高く、
しかも降水があり、発芽の条件は良好、続く 8 月
23 日までの 1 ヶ月も気温は安定し、乾燥しすぎ
ることはなかった。ただ開花時期に雨があり結実
が心配されたが、長雨にならず順調に生育した。
次の 9 月 22 日までの 1 ヶ月間は気温の低下がみ
られたが、地温が高く晴天もあり収穫前の時期

































施肥をして栽培し、 2 年目に高梁、 3 年目に粟か
包米を栽培する輪作体系を実施している。









































































































表 1 は 1921 年（大正 10 年）の撫順近くの 10
戸農家について、農地の所有規模別農家数を示し
たものである。規模は日本の町歩で示しである。








6 -10 町歩 2戸
10 -20 町歩 2 戸
合計 10 戸
























が、 3 町歩未満の農家が実に 50 パーセントを占
め、一方、標準規模の 10 町歩以上の農家数は 20
ノ t一セントに過ぎない。そして標準規模を 3 倍以
上の 30 町歩以上の農家数はわずかではあるが全











3 町歩未満 50 
3 -6 町歩 13 
6 -12 町歩 10 
12 - 18 町歩 10 
18 -30 町歩 5 
30 町歩以上 2 
合計 100 



































中農家では 11 個、小農家では 5 偶となり、農地
面積に応じて両者の間には比例的な関係が見られ
るO それは 1 町歩あたりの農機具購入価格にも現
れ、大農家では 11.2 元であるのに対して、中農
家では 12.0 元、小農家では 15.6 元となり、規模
246 
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